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はじめに

大野市の農業は、豊かな農地や水資源などに恵まれ、自然環境に裏付けされた良

質米や質の高い園芸作物を作り出しています。このような農業生産活動が地域経済

を支え、農山村集落を支える重要な役割を担ってきました。

しかし、人口減少や少子化、高齢化の進行が、農山村集落のコミュニティ機能の

低下を招き、また、不安定な米価格を要因とする収益性の低下も重なり、農業や農

山村を取り巻く環境は厳しい状況に置かれています。重ねて、新型コロナウイルス

の感染拡大が社会全体に大きな影響を与え、農林水産業においてもさまざまな形で

課題が顕在化し、国や県の農政における方向性は、大きな変革期を迎えています。

今回４回目の改訂となった「越前おおの型 食・農業・農村ビジョン」では、社会

経済情勢の変化の中で農と食との関係性を重視し、農業、農村と並んで食を一つの

柱として捉えました。消費者の需要を意識することによりさらなる消費につなげ、

「儲かる農業」を目指す担い手を支援する施策を盛り込みました。また、市民全体

の「食育」意識を高めることを目的とする「越前おおの食育推進計画」を統合し、

「食育」に関する施策を総合的に推進していきます。

大野市のまちづくりの目標と方向を示した第六次大野市総合計画が令和３年度か

ら動き出し、将来像を「人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち」と

しています。大野市を将来も住み続けたい持続可能なまちとするため、持続可能な

農業を目指して、市民全体で連携協働しながら取り組んでいきましょう。

結びに、本ビジョン改訂に際し御尽力いただきました越前おおの型食・農業・農

村ビジョン推進委員会の委員の皆様、さまざまな機会を通して貴重な御意見や御提

言をお寄せいただいた市民の皆様や関係機関・団体の皆様に深く感謝申し上げま

す。
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